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特集

「手順と条件」

世界のどこへ行っても通用する
「こだわり」を持ったエンジニアになろう。

特集２　【特別寄稿】

特集１

技能者の価値が色褪せないのはなぜか。

TCレポート特集

超精密加工における「手順」と「条件」の実際。

株式会社光機械製作所　執行役員 工場長 東條米雄様

case1.「超平面創成時にワークの歪みが精度に与える影響の検証」
case2.「超鏡面加工時の応力差が加工精度に与える影響の検証」
case3.「サブミクロンの平面度・平行度を狙ったロータリー研削加工」
case4.「超精密門型複合加工機による2000mワークの加工検証例」

プロセス コンディショニング

他の国では真似できない、日本人の気質や考え方に合ったものづくりの鍵。

MECT2013にて先行配布

（仮）



「超精密加工の10大要素」を構成する要素を一つずつ取り上げ、深堀りした超精

密加工の最新情報をお届けしている「INCREDIBLE CONCEPT」。10大要素一周まで

残すところ2要素となる第9号では「手順」と「条件」を特集。10大要素の中でも

、最も身近で、かつ奥の深い要素。それを実現するのは人。これを「原理原則、

基本に忠実でなものづくり」を標榜するナガセはどう考えているのでしょうか。

特集１では、「手順と条件」という要素を徹底解体。マシンのボタン一つを押せ

ばできる「加工手順や条件」とは異なる、超精密加工で必要とされる「物理現象

を考慮に入れた本物の手順と条件」とは一体何でしょうか。特集２では、世界中

の輸入工作機の数多くのレトロフィットを手がけてきた機械エンジニアが考える

「技能と技術の磨き方」を掲載。両特集ともに世界に誇れる「本物のエンジニア

リング、エンジニア論」ともいうべき内容になっています。

加工結果をつくり出すのは、結局「人」。

ボタン一つではできない「手順」と「条件」とは。

ベールを脱ぐ超精密ロータリー研削盤の真価。

今数多くのユーザ様から熱い注目を集めているナガセの超精密ロータリー平面研

削盤RGシリーズ。大型サイズながらも優れたテーブル回転精度、位置決め精度な

どによって、かつてない精度と能率で平面創成が可能です。TCレポートにおいて

も加工の検証を行いますが、その機械的な魅力を余すところなくお伝えします。

「つじさんぽ」「のんびり岐阜紀行」などの連載も含め、ますます充実。最後の

1ページまで見逃せない内容にて、今回もお届け致します。

第九号の特集は「手順と条件」。

単純にマニュアル化、コピーできないことに
日本人の気質や考え方に合った「強み」がある。

※本DM内容は企画段階のものであり、一部予告なく変更する場合がございます。

今回の「I.C.」の目玉とも言うべき企画が４つのテクニカルセンターレポート。

実際に、超精密加工機を使用して、「鏡面加工」、「平面創成」、「ロータリー

研削加工」、「大物加工」を行った際に、「手順と条件によって、どのくらいの

精度の差が出るのか」を検証してみました（すべての加工において比較できたわ

けではありません）。特集にて考察したナガセが考える「理に適った手順とは何

か？」の実証・実戦編とも言うべき内容となっています。

実際に「手順」と「条件」でどれだけ違いが出るのか。

ナガセの「手順」と「条件」。
４つの代表的な加工の様子を公開。

●『INCREDIBLE CONCEPT』とは？
2009年に創刊されたナガセインテグレックスの技術情報誌です。従来の既成概念からの脱却による新しいものづくりをお客様と考えるた

めに年２回発行しております。今号はMECT2013会場にて先行配布を実施する予定です。本誌の購読はプレミアムクラブへの会員登録が必
要ですので、ぜひこの機会にご登録ください。入会・年会費は無料。展示会・イベントのご案内も優先して受け取れます。原則、工作機械
メーカ様以外の方はどなたでもご入会頂けます。入会に関するご質問・ご相談はTEL:0575-46-2323（安澤）まで。
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